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水
で
き
ま
す
。
こ
れ
で
た
と
え

六
、
七
米
位
の
風
が
吹
い
て
い

て
も
火
災
通
報
さ
え
早
け
れ
ば

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
こ
で
当
市
の
消
防
力
は
ど

ん
な
状
態
か
を
見
ま
す
と

消
防
自
動
車

一

七
台

手
挽
ガ
ソ
リ
ン
車
一

五
台

三

輪

自

動

車

三

台

可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ
八
台

計

四

三

台

で
あ
り
、
そ
の
数
に
於
て
は
実

に
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
殆
ど
が
老
朽
車
で

非
常
の
場
合
に
三
十
分
以
上
責

任
を
以
て
揚
水
出
来
る
も
の
が

六、
七
台
し
か
な
い
現
実
で
す
。

方

-
④
農
業
共
済
金
、
掛
金
、
賦
課

金
等
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

そ
の
他
に
つ
い
て
相
談
が
な
さ

れ
ま
ず
か
ら
せ
い

A
¥
御
利
用

下
さ
い
。

日
時
六
月
+
ニ
日

午
後
。
時
=一O
A
す
か
ら

午

後

二

時

ま

で

場
所

市

役

所第
二
会
議
室

プ
変
苦
主
同
日
炎
斤
清
ル
刀
九

千冊比
2
4
t本
H
↓
↑
ヨ
二
F
E
t
Aゴ一応

ー
お
困
り
の
点
を
気
軽
に
相
談
|

国
の
行
政
に
関
係
あ
る
仕
事

@

強

制

的
寄
附
金
募
集
で
お
困

が
適
正
に
、
能
率
的
に
、
民

主

り

の

方

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
と
云
う
④
国
民
金
融
公
庫
や
中
小
企
業

事
を
常
に
監
察
し
て
い
る
の
が

金
融
公
庫
の
融
資
で
お
困
り

地
方
監
察
局
で
す
が
、
そ
の
仕

の

方

事
の
一
部
と
し
て
一
般
の
方
々
④
住
宅
金
融
公
庫
よ
り
の
借
入

か
ら
次
の
点
で
御
因
り
の
乙
と
れ
又
は
県
市
町
村
の
公
営
住

に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
こ
と
宅
の
入
居
に
つ
い
て
不
満
の

に
な
り
ま
し
た
か
ら
気
軽
に
お

出
で
下
さ
い
。

④
働
き
手
が
な
く
生
活
に
困
つ

て
お
ら
れ
る
方
で
医
療
扶
助

教
育
扶
助
、
生
活
扶
助
等
を

受
け
ら
れ
な
い
方

④
母
子
世
帯
で
福
祉
資
金
が
借

り
ら
れ
な
い
方

ー

④
遺
家
族
扶
助
料
や
思
給
の
こ

と
で
お
困
り
の
方

墓

碑

届

出

は

期
限
(
七
万

一
日
)
ま
で
に
'

統
計
法
施
行
十
周
年
を
記
念
し

〈昭和29年 9月13日〉
第三種郵便物認可

¥
l
j
 

a---
〆

''t、
、

ム

懸
賞
論
文

マ
‘

て
全
国
統
計
協
会
で
は
次
の
よ

う
に
論
文
募
集
を
行
っ
て
い
ま
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!原 論おす
稿 題りが
枚ま
数記「す多
念統。数
を計 の
迎法 応
え施 募
て行 を
」 十望

周 ん
年で

四
百
字
詰
原
稿
用

紙
三
十
枚
以
内
(
付
表
、
付

図
は
枚
数
外
)

締
切
期
日
昭
和
三
十
二
年
七

月
十
五
日
(
当
日
消
印
有

効
)

発
表
統
計
通
信
(
九
月
一
日

号
)
紙
上
(
本
人
に
は
文

書
通
知
)

一計
一
懸

賞

論

文

戸

と

募

集

…

一
統
一
図
表

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

そ
の
他
1
封
皮
に
は
必
ず
第
七
回
懸

賞
論
文
応
募
原
稿
と
朱
書

の
こ
と

2
紙
上
匿
名
は
随
意
と
す
る

が
住
所
、
氏
名

(
ふ
り
が

な
を
つ
け
る
)
性
別
、
年

令
、
職
業
、
勤
務
先
を
原

稿
の
末
尾
に
記
入
す
る
0

1
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い

小
学
校
の
児
童

中
学
校
の
生
徒

高
等
学
校
の
生
徒

一

般

第
一
部

第
二
部

第
三
部

第
四
部

④

課

題

第
て
第
二
部
は
各
学
校
長

に
通
知
済

第
三
部

あ
な
た
が
た
の
住
ん
で
い
る

都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村
の

健

康

な

赤

ち

ゃ

ん

に

乳
幼
児
の
検
診
実
施

"
宏
美
仇
ツ
*
~
*
ヘ
詐

…
?
‘
注
目
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漁

.
業

ω

ω
二
つ
の
組
合
時
代

昭
和
十
年
頃
上
口
(
か
み
ぐ

ち
)
に
も
漁
業
組
合
が
組
織
さ

れ
た
。
組
合
長
は
水
口
九
郎
氏

で
、
事
務
所
を
魚
津
町
役
場
に

置
き、

事
務
担
当
者
を
守
谷
富

治
氏
に
任
命
し
た
。
そ
の
頃
魚

津
浦
漁
業
組
合
の
組
合
長
は
浜

多
与
五
郎
氏
、

事
務
担
当
者
は

住
田
正
吉
氏
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
四
年
に
は
こ
の
二
つ

の
組
合
が
合
併
し
て
、
保
証
責

任
魚
津
町
協
同
漁
業
組
合
を
設

立
し
、
事
務
所
を
魚
障
町
役
場

に
置
い
た
。

の
漁
業
会
時
代

昭
和
十
九
年
四
月
次
の
事
業

ハ |
JH.I 水

f月族
もの館

の |

を
行
う
目
的
で
魚
津
漁
業
会
が

組
織
さ
れ
た
。

ー
漁
業
の
指
導
奨
励
そ
の
他
漁

業
の
発
達
に
関
す
る
施
設

2
漁
業
の
統
制
に
関
す
る
施
設

1
水
産
動
植
物
の
蕃
殖
保
護

漁
場
の
利
用
、
そ
の
他
会
員

の
漁
業
生
産
の
確
保
強
化
に

関
す
る
施
設

4
船
溜
、
船
揚
場
、
そ
の
他
会

員
の
漁
業
に
必
要
な
設
備
に

関
す
る
施
設

5
会
員
の
遭
難
防
止
叉
は
遭
難

救
国
に
関
す
る
施
設

6
会
員
の
漁
獲
物
そ
の
他
生
産

物
の
加
工
、
保
蔵
、
運
搬
又

は
販
売
に
関
す
る
施
設

-
会
員
の
漁
業
に
必
要
な
物
の

供
給
又
は
資
金
の
貸
付
に
関

す
る
施
設

8
会
員
に
必
要
な
物
の
供
給
、

若
し
く
は
資
金
の
貸
付
又
は

会
員
の
貯
金
の
受
入
れ
に
関

す
る
施
設

等
で
あ
る
。

ω
魚
津
漁
業
協
同
組
合

時
代

昭
和
二
十
四
年
五
月
漁
業
法

の
改
正
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

も
の
で
漁
業
会
と
余
り
変
っ
て

い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
組
織
が

昨
年
の
大
火
で
消
防
力
の
強

一
加
え
た
こ
と
は
力
強
い
か
ぎ
り

一
倉
、
片
員
方
面
の
遠
隔

化
が
強
く
叫
ば
れ
、
再
び
こ
の

一
で
、
性
能
は
次
の
通
り
で
す
。

一
地
で
も
二
十
分
以
内
に

よ
う
な
惨
事
を
繰
返
さ
な
い
よ

一

日
産
中
型
自
動
車
(
一

O
五

一
到
着
出
来
る
ば
か
り
で

う
、
ま
ず
消
防
機
械
の
整
備
や

一

馬
力
)
森
田
式
ニ
段
タ
l

ピ

一
な
く
、
二
時
間
で
も
三

充
実
が
着
々
と
進
め
ら
れ
つ
つ

一

ン
ポ
ン
プ

一
間
時
で
も
継
続
し
て
放

あ
り
ま
す
が
、
去
る
五
月
二
十

一

拡
声
機
付

一

一
一
一
日
消
防
署
に
新
鋭
消
防
自
動

一

放
水
量

一
分
間

ポ
ン
プ
二
台
が
増
置
さ
れ
、
そ

一

七
四

0
ガ
ロ
ン

の
入
魂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

(
約
十
五
石
)

そ
の
消
防
車
は
日
産
中
型
自

一
ヂ
l

プ
型
ト
ヨ
タ

動
車
(
一

O
五
馬
力
)
と
ヂ
l

一

自
動
車

プ
型
ト
ヨ
タ
自
動
車
(
一

O
五

一
(
一
O
五
馬
力
)

馬
力
)
で
総
額
四
百
五
十
八
万

一

市
原
三
段
タ
1

余
円
で
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ

一

ピ
ン
ポ

ン
プ

れ
ら
は
何
れ
も
高
性
能
の
最
新

一

無
線
電
話
付

型
で
、
放
水
量
は
一
分
間
十
五

一

放
水
量
七
五

O

石
で
県
下
に
約
四
百
台
の
自
動

一

ガ
ロ
ン
(
約
十

車
ポ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

一

五
石
)

の
よ
う
な
放
水
量
を
も
つ
も
の

一

こ
れ
で
一
朝
有

は
十
台
内
外
で
す
。
ま
た
無
線

一
事
の
場
合
に
皆
さ

電
話
も
取
付
け
、
走
り
な
が
ら

一
ん
方
か
ら
通
報
が

応
援
要
請
、
現
場
指
揮
、
本
部

一
あ
り
次
第
、
旧
魚

へ
の
状
況
報
告
が
で
き
る
わ
け

一
津
市
街
地
な
ら
五

で
、
市
消
防
力
に
そ
の
体
力
を

一
分
以
内
、
ま
た
松

乳
幼
児
検
診
を
次
の
と
お
り

二

、
検
診
を
受
け
る
も
の

行
い
ま
ず
か
ら
該
当
者
は
受
検

一

昭
和
三
十
一
年
一

月

一
日
か

さ
れ
正
し
い
指
導
を
受
け
ら
れ

一

ら
昭
和
三
十
二
年
六
月
十
五

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

日
ま
で
生
れ
た
も
の

な
お
個
人
あ
て
通
知
し
ま
せ

一
二
、
検
診
日
及
び
場
所

ん
か
ら
御
了
承
下
さ
い

一
地

区

場

所

月

日

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
天

神

小

学

校

六

月

十

三

日

子

供

を

守

ろ

う

・

一道

下

公

民

舘

十

四

日

-
上

の

方

小

学

校

十

八

日

shrh-P2恥
辱
ヨ
仔
H
1

目

n.
、

一
加

積

。

二

十

五

日

ヨ〓
p
ρ
F↓
下

一

月

H
H
V
く

一

各
日
と
も
午
后
一
時
か
ら
午

こ
れ
か
ら
の
農
繁
期
に
か
け

一
れ
ま
し
た
口

一

后
四
時
ま
で

一

一

O
こ
の
ほ
か
の
地
区
は
七
月
に

て
農
村
の
乳
幼
児
を
不
慮
の
災

一
こ
れ
ら
の
開
設
に
つ
い
て
は
特

一

・

〉

害
か
ら
ま
も
り
、
更
に
保
護
者

一
に
地
区
の
婦
人
会
や
児
童
委
員

一

行
レ
ま
す
〈

(
写
真
上
は
ジ

ー

プ

型

守

安

心

し

て

仕

事

に

従

事

さ

せ

一
の
御
配
躍
に
よ
っ
て
次
の
七
ケ

-闘

J
J燃
隣
瀦
翻
隊
問

下
は
中
型
消
防
車
)
る
た
め
季
節
保
育
所
が
開
直

一
所
が
開
設
を
み
ま
し
た
。

-

副

島

町

齢

隆

司

わ

し、i
!
t
i
t
i
i
!、、、
i
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z
i
-
-
-
齢
期
幽
濁
溜

a悶
泊
三

ι額

六
月
四
、
五
、
六
日

、、
E

M

i

t

-

i

応
募

資

格

制

限

な
し

図

表

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

一長
所
ま
た
は
短
所
を
示
す
統

薗

圃

し
ぶ

e
J
F
水
族
館
野
外
ス
テ
l

賞

金

計

図

表

面
開
聞

E
E湘
'

J

一
等
入
選
一
万
円
一
編
全
国
統
計
協
会
連
合
会
、

富

第

四
部

一掴

瞳

縄

魁

藤

齢

勝

一

催
し
も
か
、

二

等

入

選

五

千

円

詰

山

県

統

計

協

会

及

び

富
山
県
教
日
本
の
社
会
状
態
の
変
化
を

園

警

闘
機

能

関

一
舞
踊
、
民
謡
、
歌
謡
コ
ン
ク
l

三

等

入

選

二

千

円

三

編

育

委

員

会

の
主
催
で
統
計
図
表

示
す
統
計
図
示

緬

閥

均

午

隣

組

姻

細
野
一
戸
、
写
真
展
示
会
そ
の
他

宛

先

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

を

募
集
し
て
④
材
料
規
格

闘

醤

医

院

二

γ蝋
選

一

東

京

都

渋

谷

区

南

平

台

四

六

お

り

ま

す

第

三

、
四
の
用
紙
規
格
一

O
悶
鵬
緬
翻
灘
翻
翻
関
一
w一一
(
写
真
は
市
長
夫
人
か
ら
紙
帽

財

団

法

人

全

国

統

計

協

会

三

糎

×
七
二
、
八
糎

(B
列

一回

闘
際

機

鰯

機

脳

際

繍

ふ
叩

子
や
お
菓
子
等
も
ら
っ
て
大
は

連

合

会

④

応

募
資
格
(
県
内
居
住
者
)

一
版
仕
上
寸
法
)
と
す
る

一
圃

眠

総

越

沼

燃

附

附

了

ゃ

ぎ

の

よ

い

子

た

ち

)

但
し
、
各
部
と
も
紙
質
色
彩

一
園
田

L
P一
J

一J
9

白川¥
嘗
・
・
目
一

そ
の
他
の
材
料
に
つ
い
て
は

一

季

節

保

育

所

開

設

状

況

自
由
と
す
る

一一例

14
司
什

一
'・

-
-

}門Hυ

@
応
募
点
数

亡

問
|

|
陥

ト
h

|

|

制
限
し
な
い
(
合
作
も
差
支

二
印
田
保
育
所
一円

覚

え
な
い
)

一I
l

l

-

-

一一天
神
野
新
。

④
送
付
先

「
1
1
1
1

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
地

ニ
東
尾
崎
。

富
山
県
総
務
部
統
計
課

二I
l

-

-

@
締
切
日

二
小
川
寺
。

昭
和
三
十
二
年
六
月
三
十

二
川

リ

l川

二
れ
μ

仁
，
。

ロ
ハ円

一

④
そ
の
他

一

詳
細
に
つ
い
て
は
最
寄
小
、

中
学
校
へ
御
照
会
下
さ
い

市
と
観
光
協
会
共
催
で
次
の

よ
う
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
ず

か
ら
お
揃
い
で
お
出
で
下
さ

、
。
、LV
期
日
場
所

市
政
日
誌

五
月
七
日
か
ら

五
月
二
十
五
日
ま
で

五
月
七
日
(
火
)

市
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
及

び
総
務
委
員
会
開
催

教
育
委
員
会
開
催

全
九
日
(
木
)

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

定
例
区
画
整
理
審
議
会
開
催

全
十
日
(
金
)

布
施
北
陸
電
気
通
信
局
建
築

部
長
来
市

全
十
三
日
(
月
ν

大
阪
県
人
会
魚
津
会
来
市

全
十
五
日
(
水
)

市
公
民
舘
長
会
議
開
催 【5】

現
在
の
も
の
で
あ
る
。

魚
津
の
魚
の
販
売
は
、
魚
市

一

場
と
称
し
て
昔
か
ら
有
名
で
あ

一

る
が
、
現
在
協
同
組
合
が
取
扱

一

っ
て
い

る
も
の
は
、

こ
の
土
地

一

で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
は
勿
論
、

一

他
の
地
方
か
ら
販
売
を
依
頼
さ

一

れ
た
も
の
も
相
当
多
額
に
の
ぼ
一

り
、
こ
こ
数
年
の
統
計
は
、
地

元
四
分
の
三
、
依
託
四
分
の

一

の
割
合
を
く
ず
さ
な
い
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。

市
場
は
漁
港
中
央
の
上
屋
で

こ
L

に
陸
揚
げ
さ
れ
た
魚
の
山

は
、
こ
れ
を
取
り
囲
ん
だ
多
数

火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
区
域

一
市
よ
り
係
員
が
相
談
に
参
り
ま

内
の
墓
同
調
査
に
つ
い
て
は
、

す
か
ら
格
別
の
御
協
力
願
い
ま

か
ね
て
よ
り
御
協
力
を
い
た
い
ふ
す
。

い
て
お
り
ま
す
が
、e
該
当
墓
碑

一
、五
四

O
基
の
う
ち
周
出
を

う
け
て
い
る
も
の
は
九

O
O
基

と
い
う
現
状
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
墓
地

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
公
告
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
七
月
二
日
以
降
届
出
の

な
い
墓
碑
に
つ
い
て
は
、
無
縁

墓
碑
と
し
て
処
理
い
た
し
ま
ず

か
ら
縁
故
者
、
及
び
知
人
に
連

絡
の
上
期
日
ま
で
届
出
さ
れ
る

よ
う
御
協
力
下
さ
い
。

な
お
換
地
指
定
、
道
路
工
事
の

た
め
早
急
に
移
転
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
墓
碑
に
つ
い
て
は

の
魚
商
人
に
よ
っ
て
、
ま
た
た

く
聞
に
売
捌
か
れ
て
行
く
。

市
場
の
係
り
の
元
気
の
よ
い

売
声
は
上
屋
の
隅
々
ま
で
も
広

が
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
魚
商
人

の
買
受
け
る
声
と
入
り
乱
れ
て

全
く
戦
さ
場
の
よ
う
で
あ
る
。

背
の
売
声
は
「
何
貫
」
(
一

貫
は
五
銭
)
と
言
っ
た
が
現
在

は
何
百
円
と
称
し
て
い
る
。

全
十
六
日
(
木
)

急
施
臨
時
市
議
会
開
催

全
十
八
日
(
土
)

建
設
省
施
設
課
長
来
市

全
十
九
日
(
日
)

市
議
会
再
会

全
二
十
一
日
(
火
)

村
木
小
学
校
の
件
に
関
す
る

協
議
会
開
催

全
二
十
三
日
(
木
)

消
防
ポ
ン
プ
入
魂
式

全
二
十
四
日
(
金
)

北
電
及
び
魚
津
製
作
所
敷
抱

斡
旋
協
議
会
開
催

北
陸
三
県
収
入
役
会
議
開
催

全
二
十
五
日
(
土
)

北
陸
三
県
収
入
役
会
議
開
催

建
設
委
員
会
開
催

天
神
山
開
発
期
成
同
盟
会
設

立
準
備
会
開
催
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蜘
持
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広
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に
明
る
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受
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に
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出
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受
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郵
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し
た
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魚
津
市
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各

一民
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に
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赤
十
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よ
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-

}
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治
十
年
西
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役
中

一
目
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を
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別
に
募

一く
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解
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金
運
動
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附
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目
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一
大
な
御
協
力
を
賜
わ
る
よ
う
お

)
-
M
ノ
，

一

fc
r

(
一
す
で
に
八
十
年
こ
な
り
、
世
界
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で
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本
年
も
八
十
週
年
を
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念
し

一
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喜

怒

趨

鶏

畿

務

総

議

騒

療

機

縦

一

で

三

回

と

消

火

活

動

、
焼
跡
整
理
な
ど

幸

一

弘

元

機

織

醐

繍

磁

諮

際

際

通

緩

(

山

)

こ

従

事

し、

各
方
面
か
ら
讃
辞

1

一
て
赤
十
字
思
想
を
啓
蒙
し
、
明

治

:

鱗

繍

悩

轍

議

幽

眠

艦

置

聞

朝

勝

繍

機

一

作

の

該

当

者
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回

れ

れ

て

い

ま

し

た

:

ヘ

ミ
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脱

出

目

説

明

遭

難

関

鋼

却

額

欝

一
匹

以

内

九

…

料

一
汗

い

ド

れ

[

臨

む

広

一

山
県
に
お
い
て
も
霊
的
に
運

一

議

襲

撃

思

議

鱗

選

一

@
時
間
は
各
校
下
共
午
后
一

一
共
奉
仕
綬
が
贈
ら
れ
表
彰
さ
れ

一

動
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま

一

言

言

語

霊

襲

警

襲

撃

綴

髪

一

時
か
ら
午
后
四
時
ま
で

一
た。

L
J
川

羽

川

-

魚
津
市

一
し
た
。
し
か
れ
こ
刊
新
し
い
諸

一

先

づ

農
一
迫

広

一
そ
の
ほ
か
は
昔
の

ま

も

幽

醸

麟

麟

難

燃

…

市

一

~

川

京

駐

の
農
村
人

一
機
具
を
最
高
官
ア
動
か
せ
る

一

一
す
。
こ
れ
で
は
増
産
上
最

猶

・

醐

雛

緩

観

劇

謬

~

1
一v

川
J
冷

口

は

約

一

一
ょ
寸
な
土
地
条
件
が
整
っ
て
い

一

一
整
備

一も

大

切

な

要

件

で

あ

る

地

誼

覇

綴

畿

賜

緩

J

一川

直

八
、
0
0
一
る
カ
ど
う
か
を
使
用
し
て
い
る

一

市
内
の
農
道
総
延
長
は
約

二

力
増
強
資
源
の
自
給
肥
料

w:会題
《

津

市

川

置

。

余

人

よ

い

は

紅

白

川

一
六
O
粁
で
こ
の
内
約
二

o五
時

三

二

子

顕

…
に

目

立

話

吋

一へ

川

関

山

労
働
力
に

一
か
、
耕
作
地
が
極
ま
っ
て
お
れ

一
は
改
良
済
で
す
が
、
そ
の
内
v

一
力
が
浪
費
し
て
お
ら
れ
る

議

鯛

側

一

鱗

機

織

所

得
、
ま
た
は
退

職
所
得
の

一H

川

軒

以

は
相
当
余

一
ば
良
い
と
か
云
っ
て
お
ら
れ
る

一
も
三
輪
自
重

、
荷
車
、
リ
ャ

一
こ
と
が
芝

大

き
い

こ
と

議一…
Jγ-

鍋

鶴

悩
一
¥

機

綴

綴

v

，

一~

川

議

一

裕
が
あ
る

一
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
土
地

7
1、
耕
転
機
な
ど
が
自
由
に

一
は
身
を
も
っ
て
体
験
さ
れ

…
翌
二

%

ト

線

機

~
源
泉
徴
収
所
得
税
の
納
期
に
つ

魚

一

平

』

墜

よ
う
に
見

一
条
件
が
非
常
に
悪
い

と
云
え
ま

一
出
入
り
で
き
る
道
は
僅
か
で
こ

て
い
る
と
恩
い
ま
す
。

路

三

ブ

一

ぬ

量

一
い
て
は
、
相
互
の
手
数
を
は
ぶ

1
一三

と

監

受
け
ら
れ

一
す
。
そ
こ
で
市
内
の
耕
地
現
況

一

鱗
…
三

三

ぶ

露

~

く

た

め

税

務

署

長
の
承
認
を
受

一(
一
し

一

泊

以

ま
す
が
、

一
を
調
査
し
て
見
ま
す
と
、
次
の
一

区

画

整

理

と

交

換

分

合

言

霊

長

お

乙

~

け

た

場
合
に
は
次
の
区
分
に
よ

一γ

一

化

重

実
際
は
そ

一
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

一

…

予

言

ご

撃

2
1
2ま
と
め
て
納
付

行

一川
ぷ

阿

佐

£

一
写
真
左
は
未
整
理
の
耕
地
と
下

一

区
画
整
理
済
の
面
積
は
約
四

一
か
わ
し
い
現
況
は
、
い
ろ

…JAm--
ト竺
ぞ
:
J
謬
堅
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一一

械

時

う

で
T
ぐ

一
は
き
れ
い
に
耕
地
整
理
さ
れ
た

一
O
町
歩
で
、
区
画
整
理
を
必
要

一
い
ろ
の
事
情
が
禍
し
て
実

…川……一山一
空

三

瀬

議

同
一
ん
一
一
げ
一

川

農
業
に
従

一
回

一
と
す
る
面
積
の
三
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で
す
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一
現
し
な
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遺
憾
な
こ

f

必
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京
泌
総
長
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鶏
線
機
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一
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か
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三
月
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で
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分
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機
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川

事
す
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謡

一
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つ
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区
画
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と
で
す
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に
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V
H
U
L
M日
れ

日

開

院

号

一
一
向
し
つ
よ
り
、

農
村

労

力

関

線

機

三

二

機

十

樋

一
こ
と
と
な
り
、

一
町
歩
の
耕
作

一
が
先
つ
利
益
を
重
点
と
し
な
け

一
耕
地
整
理
、
農
道
の
整
備

t
f行
の
入
選
者
は
次
の
通
り

り
一
一
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
o

こ

関

臨

機

一

手

機

騒

悩

一者
で
、

一
O
O人
節
約
で
き
る

一
れ
ば
、
ま
す
ま
す
貧
困
に
追
込

一
土
地
改
良
は
重
要
な
こ
幻
で

小
で
す
。

ド
一
一
の
た
め
か
、
又
は
時
勢
が
そ

一
幽

棚

織

機

機

騒

一
こ
は
引
は
り
口
ド
、

区
画
整

一
1
1
る
世
の
中
に

な

り

ま

し

子

。
土
地
改
良
へ
思
い
切
っ
て

い
特
選
(
市
長
賞
)
木
下
豊
吉

許
取
引
辻
仁
機構
融
宿泊
泊
四
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1
1
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第

四

聞

な
ぜ

、
水
田
の
回
干
を

奨

来
ず
、
丁
度
階
梁
排
水
工
事
で

一

励
さ
れ
る
の
か
そ
の
わ
け
を
排
水
口
附
近
に
赤
褐
の
鉄
さ
び

一

お
き
与
し
た
い
。

(三
価
鉄
)
が
沈
ん
で
、
排
水

答

旧
干
の
目
的
は
、
土
壊
中

か
る
よ
う
に
地
下
水
が

一
に
酸
素
を
導
入
し
て
根
に
呼
吸

l

J

一
を
さ
せ
る
こ

と
、
鉄
分
を
与
え
空
気
・
(
酸
素
)
に
ふ
れ
た
所
で

一
る
こ
と
等
が
ね
ら
い
で
す
。
も
赤
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
日

一
つ
と
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
稲
一
寸
以
上
浸
透
し、

よ
く
水
の

一
作
生
育
中
は
、
茎
葉
な
み
に
根
流
動
す
る
回
は
無
理
に
田
干
を

-
か
ら
呼
吸
作
用
を
し
て
い
ま
す

強
い
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
以
外
は

ト
か
ら
、
吸

っ

た

酸

素
の
エ
ネ
活
着
直
後
な
み
に
徐
草
の
都
度

-w
ギ
l

で
肥
料
を
吸
い
成
長
し

;

プ

足

跡

が

残

る

程

度

に

田

干

を

す

て
ま
す
。
呼
吸
が
で
き
な
い

と

tn
れ
ば
根
ぐ
さ
れ
が
な
く
、
根
の

一
料
を
吸
え
ず
生
育
が
と
ま
る

-
水
凹
は
上
層
に
水

が

あ

る

た

の

び
が
よ
く
な
り
、
多
収
に
な

-
め
、
水
の
地
下
浸
透
や
流
動
等

り
ま
す
。
砂
地
の
千
田
地
帯
は

一
で
移
動
し
な
い
回
で
は
呼
吸
が

早
出
来
に
な
る
た
め
、
早
植
等

一
困
難
に
な
る
。
だ
か
ら
回
千
が
し
た
所
は
三
番
徐
草
頃
は
、
と

必
要
で
す
。
ま
た
、

K
4
1

て
も
多

葉

型

に
な

一
ヒ
ツ
コ
ミ
予
防
に
も

泳

気

r
v
y
り
、
刈
前
に
な
る
と
鬼

一
な
り
ま
す
。

(
ヒ
ツ

t氏
姐
川
幅
削

yf

"
川

副
剛
~けが
ア

穂
が
短
少
で
数
が
少

“
コ
ミ
は
稲
の
根
の
呼

rkr-川!
?

ぜ

夕

刊

、

↑
吸
困
難
現
象
で
す
)

間
決
…岡
島
崎
一一
約

な
く
、
刈
り
と
り
に

一
で
す
か
ら
田
干
で
呼

情
況
バ
治
相
九
一川市
川

し

て
も
鎌
で
切
れ

一
吸
が
順
調
に
な
れ
ば

一
一
以
眠
障
必
え

ず
、
根
か
ら
こ
げ
て

聞

iu
a
・
h---EE---
-E:t
‘=

一
ヒ
ツ
コ
ミ
は
直
り
ま

♂
れ
;・

4
畑山
岳
山ツ

く
る
。
こ
れ
は
秋
落

一
す。

M
A抗
菌
=
一
辺
氏

ち
の
代
表
型
で
す
o

-

最
も
ヒ
ツ
コ
ミ
を

A
j
m
EJ……i

田
植
後
か
ら
七
日

一
手
伝
う
も
の

に
有
機

バ
作
松
ぃ
、

t
t
t
R

毎
に
田
干
を
し
て
根

-
ガ
ス
が
あ
り
、
水
温

一
一
地
温
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て

、

腐
れ
を
防
ぎ
、
根
の
伸
長
を
図

一

特
例
に
該
当
す
る
も
の
で
承

一
法

均

一

ぺ

耕

一

一

同

沈

航

る

お

山

内

ド

ド

断

続

型

認
を
受
け
よ
う
と

す

る
方
は

一一
の
た
め
に
酸
素
が
不
足
す
る
。

で
、
や
L

低
自
の
気
温
と
は
い

「
源
泉
徴
収
税
額
の
納
期
の
特

一
こ
れ
は
上
に
水
が
あ
っ
て
酸
素
ぇ
、
時
々
暑
い
日
も
あ
っ
て
六

例
に
関
す
る
申
請
書
」
を
な
る

一
が
補
給
さ
れ
ず
、
ガ
ス
を
お
さ
月
と
し
て
は
比
較
的
適
当
し
て

ベ
く
早
く
税
務
署
へ

提
出
し
て

一
え
っ
て
い
る
か
ら
そ
こ
で

ヒ
ツ
い
ま
す
。

下
さ
い

。

(

魚
津
税
務
署
)

一
コ
ミ
を
起
す
。

七
月
は
稲
作
に
と
っ
て
重
要

一

回
干
し
て
水
を
排
徐
す
る
こ
な
ツ
ユ
明
け
は
、
昨
年
よ
り
早

1

I

l

l

i

-

-

1

1

1

1

-
-

ー

一
と
で
ガ
ス
が
ぬ
け
、
い
れ
替
つ
く
、
中
旬
後
半
の
内
に
夏
型
の

馬
の

あ

く

び

梅

崎

春

生

一
て
酸
素
が
入
り
、
ヒ
ツ
コ
ミ
が

天
候
に
変
る
模
様
で
、
こ
の
た

大

番

獅

子

文

六

一
解
消
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

め
気
温
は
平
均
し

て
や

L

高

愚

連

隊

大

仏

次
郎

一

次
は
稲
の
根
に
三
価
鉄
を
与
く
、
雨
は
多
い
。
八
月
末
か
ら

一
日
一

言

桑

原

武

夫

一
え
る
こ
と
で
す
。

天

気

は
崩
れ
出
し
、
九
月
の
気

女
で
あ
る
こ

と

川

端

康

成

一

地
下
水
は
地
下
を
流
れ
て
い
温
は
や
L
低
自
の
見
込
み
で
、

包

む

幸
田

文

一
ま
す
が
、
酸
素
が
少
な
い
の
で

秋
の
天
候
は
や
や
心
配
さ
れ
る

お
鮭
髪

山
岡

荘

八

一
稲
の
根
に
衣
着
す
る
こ

と
が
出

わ
が
青
春
の

告

白

神
近
市
子

下
ー
ー
ー
l

i

l

i

-
-
-

-

-

l
i

l

i

-

-
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1

1

1

1

ト
ト

呪

術
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ニ
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一

サ

イ

ク

リ

ン

グ

に

一
七
月
二
八
日

(
一
般
)

織

物

の

知

識

鈴

木

作

行

一

参

加

し

よ

う

一

魚
津
|
滑
川

|
水
橋
|
岩

頼

ド
音
器

一

一

手

時

神

保

環

一

郎

一

ペ
タ
ル
を
踏
ん
で
サ

イ
ク
リ

一
八
月

一
八
日

(
一
般
)

i

，q

-
ン
グ
で
楽
し
も
う
と
、
こ
の
た

一

魚
津
|
黒
部
|
宇
奈
月

砂
防
工
学
新
論

伏

谷

伊

一
一
び
魚
津
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ク
ラ

ブ

一
九
月
一
九
日

(
一
般
)

や

さ

し

い

都

留

重

人

ζ
5
足
し
ま
し

乙
o

市
民
の
野

ケ

大
岩
滝

経

済

学

一
州
旅
行
活
動
と
い
て
多
数
の
参

一
イ
月
一ほ
一

t
一ハ
川

(
け
げ
プ

)

願
金
闘
争
伽
日
淋
働
組
合

一
加
を
待
っ
て

い
ま
す
o

一

M
m川
崎
制
l

|

湾
問
|

ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
工
作

一

一l
i
-
-
l
i
l
i
a
-
-
:
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一
十
一
月
二

O
日
(
一
般
)

ハ
ン
ド
ブ

ッ

ク

奥

沢

清

吉

一

一
行

事

計

画

一

神
通
峡

や
さ
し
い
塗
展

l

-

r
i
-
-l
i
l
i
-
-
:
:

一
十
一
月
三

O
日

(
一
般
)

の

仕

方

田
中
隆
之
則
ニ
ハ
月
一
日

(
一
般
)

一

魚
津
|
黒
部
|
入
善
|

一

魚
津
|
上
市
|
大
岩

一

朝
日
|
小
川
温
泉

黒
部
渓
谷

・

l

松

次

郎

一

一

一

一
九
日

i
二
O
日

一

出
発
場
所
は
何
れ
も
市
役
所

初
等
電
機
器
一
般

大
熊
栄
作

一

(
ク
ラ
プ
)

一

前
で
、
連
絡
所
は
村
ポ
行
沢

建
築
の
透
視
図

申

一

魚
津
|
黒
部
|
宇
奈
月

一

商
会
(
電
七
六
八
)
又
は
上

と

模

型

f
一

(
キ
ャ
ン
プ
)

一

村
木
泉
弘
方
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二
十
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、Fl
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'末
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一

じ

rω

実

施

十
二
日

// 

十
四
日
十
日

十
一
日

十
二
日

十
三
日
三
目。

時場所日の予防接種

山
女

分

校

加
積
小
学
校

道
下

。

経

因

。

天

神

。

西
布
施
。

山
女
分
校
下

加

積

校

下

道
下

。

経
回

。

天
神

h
ゲ

西
布
施
。

// 

。十十
二四
日日

。。

十。十
一 七
日日

小一小生小
的学 、、。
ナ生一中
生般 、般学

一一一日
七
日

白
倉

白
倉

。

村
木
校
三
、

四

年

。

元
下
の
方

四
日

。

三
回
接
種
を
受
け
る
者
は
主
に

一
般

(
特
に
三
、
四
才
の
幼
児
)
で
す

源空
界支
ィ敦払

喜安
額些
のさ

納L
アyJ ./'.、、

の
特
例

一
O
月

一
O
日
ま
で

一
O
月

i
一
一
一
月
。

翌
年
一
月
一

O
日
ま
で

同
剛
幽品三
日

約
附
附+ーート

l
ゆ

新
刊
紹
介

書

名

さ
ざ
な
み
軍
記

塚
原
卜
伝

サ
ー
ク
ル
活
動

入
門

編

著

者

井

伏

鱒

二

中

山

義

秀
金
明

先
崎

石
坂
一
巳
、
中

田

寛

準

選

(
水
族
館
長
賞
)

鎌
田
英
稔

石
倉
清

一

宮
崎
雅
弘

秀
作
(
県
カ
メ

ラ
商
組
合
賞
)

能
島
孝
志

秀
作
(
市
カ

メ
ラ
商
組
合
賞
)

森
田
鶴
秀

佳
作
木
下
端
恵
外
十
点

入
選
作
品
は
水
族
館
二
階
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

中
村


